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保健事業の一層の推進について

●協会ではこれまで、35歳以上の被保険者を対象とした生活習慣病予防健診、40歳以上の被扶養者を
対象とした特定健診、特定保健指導を中心とした保健事業に注力してきたが、医療費の適正化及び加
入者の健康の保持増進をより一層推進するうえでは、更なる健診・保健指導の実施率向上と重症化予
防対策の充実を図るとともに、就労等により生活習慣が変化する20代から健康意識の醸成を図り、加入
者の自主的な健康増進及び疾病予防の取組を推進することが必要である。

●また、国で整備が進められている医療DXのインフラも活用しっつ、より多くの加入者の健診結果等を若年
から経年的に保有し、これらのビックデータを活用することで、保健事業の一層の推進を図る必要がある。

●これらのことを踏まえJ見イ斐世代への取組をより一層推進する観点から、被保険者及び被扶養者を対象
に実施する健診体系の見直し及び重症化予防対策の充実を行う。
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被保険者

■ 一定の項目を網羅した人間ドックに対する補助を実施

■ 20歳、25歳、30歳に実施

冒「骨粗霜症検診」を実施がら、医療機関への受珍が確,忍できない者に対して受診勧:
、■検査項目や健診単価の検三正見直しの実施将を実施ノ

具体的な見直し(案)
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被扶養者

■被保険者に対する見直し後の人間ドックや生活習慣病予
防健診と同等の内容に拡充

重症化予防

被扶養者に対する健診の拡充
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実施内容について

がん検診項目受診後の受診勧奨の実施等

》「胸部X線検査」において要精密検査・要治療と判断されながら、医療機関への受診が確認できない者に対して受診勧奨を実施。なお、
この取組にっいては、令和6年度に保険者努力重点支援プロジェクトの中で、3支部(北海道・徳島・佐賀)において外部有識者の
助言も得ながら実施中。

》事業所に対するメンタルヘルスに関するセミナー及び出前講座の実施に係る体制を整備。

人間ドックに対する補助の実施

》年齢や性別による健康課題に対する健診の選択肢の拡大と、より一層の健康意識の醸成及び実施率の向上を図るため、35歳以上の
被保険者を対象に一定の項目を網羅した人間ドックに対する定額補助(25,000円)を実施。

》円滑な制度開始及び健診実施機関の質の確保の観点から、人間ドック補助実施機関は日本人間ドック・予防医療学会等が実施す
第三者認証(健診施設機首踊平価等)を取得していることを条件にするほか、特定保健指導の実施体制を有すること等を条件とする。

若年層を対象とした健診の実施

》就業等により生活習慣が大きく変化する若年層に対して、早期に生活習慣病対策を行うことや健康意識の向上等を目的に生活習慣
病予防健診に新たに20歳、25歳、30歳の被保険者も対象とする。

》検査項目にっいては、国の指針等を踏まえ、生活習慣病・予防健診の項目から、胃・大腸がん検診の検査項目を除いたものとする。

生活習慣病予防健診の項目等の見直し

》健康日本21(第三次)の内容等も踏まえ、40歳以上の偶数年齢の女性を対象に骨粗霜症検診を実施する。

》生活習慣病予防健診の検査項目や健診単価にっいては、協会発足以来、見直しを行っていないことから、国の指針やマニユアル、人件
費の高騰や診療報酬改定等を踏まえ、健診の内容及び費用にっいて別途検三正見直しを行う。
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被扶養者に対する健診の拡充

》被扶養者に対する健診にっいて、被保険者に対する見直し後の人間ドックや生活習慣病予防健診と同等の内容に拡充する。なお、現
行の特定健診の枠組みは維持する。

施策実施に伴う増加額(見込) 令和7年度0.1億円程度、令和8年度280億円程度、令和9年度160億円程度
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制度変更後の健診体系図(令和9年度以降:被保険者・被扶養者共通)

■令和8年度から、35歳以上の被保険者を対象に人間ドックに対する費用補助を実施するほか、生活習慣病予防健
診の一般健診にっいて、新たに20歳、25歳、30歳を対象とする(胃・大腸がん検診の検査項目を除く)。

■従来40歳から5歳刻みで一般健診に追加可能としていた付加健診にっいて、一般健診及び付加健診の項目を統合
し、新たに「節目健診」を新設する。また、40歳以上の偶数年齢の女性を対象に骨粗霜症検診を実施する。

■令和9年度から、被扶養者を対象とした健診にっいて被保険者に対する見直し後の人間ドックや生活習慣病予防健
診と同等の内容に拡充する。なお、制度変更後の健診体系では被保険者と被扶養者の健診内容等は同一となるが、

現行の被扶養者に対する特定健診にっいては引き続き実施する。

健診の種類

人間ドツク

節目健診

一般健診

[三三亟ヨ

一般健診(若年)

子宮頸がん検診

乳がん検診

骨粗愁症検診

20~34歳

肝炎ウイルス検査

゛

受診対象者の年齢

特定健診

20歳、25歳、30歳の方

35~39歳

弔・

ι

35歳以上(毎年受診可)

一般健診を受診する方 (過去に受けた方は除く)

20歳以上の偶数年齢の女性

40~74歳

35歳以上(毎年受診可)

40歳、 45歳、 50歳、 55歳、 60 '、、

歳、65歳、70歳の方

'
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40歳以上の偶数年齢の女性

40歳以上の偶数年齢の女性

40歳以上の被扶養者
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更なる保健事業の充実にっいてにれまでの取ホ助

LDLコレステローj伽直に着目した受診勧奨の実施

》現役世代の循環器疾患の重症化予防対策として、LDLコレステローj"直に着目した受診勧奨を実施。

生活習慣病予防健診(一般健診)の自己負担の軽減

》健診実施率の向上のため、38%(フ,169円)の一般健診の自己負担にっいて、総合健保組合の水準を参考に28%(5,282円)
に軽減。

※自己負担30%の生活習慣病予防健診の乳がん検診・子宮頸がん検診のほか、肝炎ウイルス検査にっいても、自己負担を28%に軽減。

付加健診の自己負担の軽減

》疾病の早期発見等の目的、健保組合の実施状況、定年延長の状況等を踏まえ、50%(4,802円)の付加健診の自己負担にっい
て、 28%(2,689円)に軽減。
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》疾病の早期発見等の目的、健保組合の実施状況、定年延長の状況等を踏まえ、対象年齢を「40歳、50歳仂ち「40歳、45歳、50
歳、 55歳、 60歳、 65歳、 70歳」とした。
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》被扶養者の特定健診実施率の向上のために行っている集団健診(協会主催)時のオプション健診にっいて、健康日本21(第三
次)の目標等を踏まえ、内容の見直し及び項目の拡充を図った。

※「骨粗霜症検診」、「歯科検診」、円艮底検査」を支部の実情に応じて選択可能。
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》高血圧等に係る未治療者に対する受診勧奨にっいて、被扶養者及び協会が事業者健診結果データを取得した者に拡大。
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》医療費・健診データの分析に基づく地域や業態、年代別などの健康課題(喫煙や運動、メンタルヘルス対策とも関連する睡眠などに
着目した実効性のあるボピユレーションアプローチ等の実施。
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